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研究成果の概要（和文）：福岡の建設労働者 8000 名からなる職域コホートを立ち上げ、アスベ

スト関連疾患の罹患および死亡に関する追跡を開始した。健診受診者は春・秋の健診を併せて

3600名を数え、同意を得られた者について米国 NIOSH B リーダーによる胸部エックス線読影と

中皮腫バイオマーカーの測定を行い、放射線医学的有所見者とバイオマーカーでの異常値を示

した例に関する検討を行い、今後のフォローのためのベースラインデータが取れた。 
                                  
研究成果の概要（英文）：Construction workers’ Cohort was developed in Fukuoka to evaluate 

morbidity and mortality of asbestos related diseases. Workers in this cohort are 

considered to have low to moderate indirect asbestos exposure during their construction 

work and at risk for developing asbestos related diseases. Among the 80,000 members of 

the workers association, approximately 3,600 workers have participated medical check-up 

program in each year, and chest images and blood samples were collected on informed consent. 

Baseline data of construction workers’cohort was now obtained and on the process of 

further analysis. 
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１．研究開始当初の背景 
2000年にヘルシンキで行われた石綿関連

疾患のスクリーニングに関する専門家会議
において、石綿関連非悪性疾患に対して、
HRCTによる分類の開発が合意され、これを契
機として職業・環境性呼吸器疾患のための国
際 HRCT分類（ICOERD）が我々のグループに

より共同開発された。また、同じ会議におい
て石綿曝露者に対するらせん CT による悪性
腫瘍のスクリーニングの有用性に対する期
待が高まった。 

わが国では石綿の原則使用禁止が決定し、
平成 16年 10月からは 1％以上含有の建材、
ブレーキ等の使用が禁止された。このように
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石綿への新規曝露は建築物の解体を除きほ
ぼなくなった状況である。 
建設労働は、他の石綿曝露集団に比べ、小

規模事業場が多い、作業現場が一時的である、
労働者が建設業に長期間留まっていること
は少ないなどの特徴があり、この集団におけ
る曝露状況の把握は十分になされていない。
このため米国 OSHA では、建設労働に対して
通常の石綿製品取り扱いとは異なる基準で
の作業管理を求めている。また、粉じん職場
や石綿使用職場に当てはまらず、直接撮影に
よる検診を受けていない石綿曝露作業者も
多く存在すると考えられる。 
Kishimoto らによると、2,951 名の建設労

働者を検診し、168名（5.7％）が胸部単純 X
線により胸膜肥厚や肺線維化所見を認めた。
また、毛利、久永らは建設労働者の建設現場
での石綿曝露が高濃度であり、肺がんによる
SMR が通常の 3 倍であることを示している。
また、建設労働者の石綿関連胸部Ｘ線所見の
頻度は地域によってかなり差があることが
示唆されている。 
一方でデジタル画像を用いたじん肺健診

が我々の研究により推奨されてきたが、厚生
労働省村田班により、デジタル画像を用いた
じん肺標準エックス線写真が提案されるこ
とになり、NIOSH の ILO 標準のデジタル化に
大きく影響を与えている。 
 
 
２．研究の目的 
こうした背景を受けて、画像診断とバイオ

マーカーを併用した悪性及び非腫瘍性石綿
関連疾患のスクリーニング法の再検討が必
要と考え、胸部単純デジタル画像と特に中皮
腫をターゲットとしたバイオマーカーの有
用性の検討を行った。 
 
 
３．研究の方法 
胸部画像として、胸部単純 X 線直接撮影を

健診により施行し、通常の読影に加えて石綿
関連所見をとる。可能な地域においては、デ
ジタル X線検診車により石綿曝露者の検診を
行い、モニターでじん肺エックス線標準フィ
ルムや ILO国際じん肺エックス線標準写真を
デジタイズしたものを用いて分類・診断した。
読影には、３メガピクセル（MP）のモノクロ
医療診断用高精細モニターを二面用いて、片
方にじん肺標準画像を表示して実施した。平
成 23 年 8 月以降は、厚生労働省が新たに増
補とした「じん肺標準エックス線写真集電子
媒体版」を用いて実施した。 
健診時の採血から、承諾を得て血漿および

血清を保存し、N-ERC/mesothelin 等腫瘍マー
カーについての検討を行った。採取した血
漿・血清についてはその後長期間保存し、石

綿曝露集団の血液検体バンクとしてデータ
ベース化しており、今後も継続する。 
 
 
４．研究成果 
約 8000名の建設労働者について、現在も、

継続して追跡中であるが、2 年間にわたって
約 3600 名の胸部エックス線写真について、
読影を実施し、約 8％程度に胸膜プラークを
認めている。これらの石綿曝露の証拠のある
対象の割合は、既報に近かった。職種マトリ
ックスとの関連について現在検討中である。  

また、N-Erc/mesothelinについて ELISA法
により測定を実施し、検査結果は約 4％程度
に 9ng/ml以上の高値を認めた。 

 

これらの高値を認めた対象者の二次スク
リーニング戦略について、CT や PET-CT を含
めたプロトコルの確立が重要である。 
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